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東日本大震災の復興を支援しよう
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会
場
の
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
は
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
も
多
く
の
団
体

が
協
力
・
出
店

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、

前
後
公
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
西

久
保
彼
岸
獅
子
が
出
演
。
多
く
の
観

客
の
前
で
猪
苗
代
の
伝
統
芸
能
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
「
芋
煮
会
」
と
銘
打
っ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
欠
か
せ
な
い
芋
煮
鍋
は
、

町
食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
が

調
理
・
提
供
。
約
２
０
０
０
食
を
観

客
に
振
る
舞
い
、
本
町
の
食
の
安
全

を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
青
年
会
議
所
で
は
メ
ン

バ
ー
８
人
が
参
加
。
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
る
猪
苗
代
地
ビ
ー
ル
館
の
販
売
を

手
伝
い
ま
し
た
。
15
日
夜
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
で
は
、
青
少
年
交
流
の

家
の
職
員
が
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
会

津
磐
梯
山
総
踊
り
を
指
導
、
町
消
防

団
第
１
分
団
の
自
動
車
部
が
出
動
し
、

警
戒
に
あ
た
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
成

功
の
裏
に
は
、
町
内
の
多
く
の
皆
さ

ん
の
汗
が
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
出
店
が
並
ぶ
「
ろ
っ
く
ん

ろ
ー
る
横
丁
」
に
は
、
い
わ
は
し
館

が
出
店
し
、
猪
苗
代
の
そ
ば
を
Ｐ
Ｒ
、

町
内
の
畜
産
農
家
も
加
入
す
る
Ｊ
Ａ

あ
い
づ
肉
牛
部
会
は
、
無
料
で
最
高

級
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
会
津
牛
を
振
る
舞

い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
風
と
ロ
ッ
ク

芋
煮
会
２
０
１
２
＠
猪
苗
代
湖
」

は
９
月
15
、
16
の
両
日
、
猪
苗
代

ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
本
県
出

身
の
４
人
組
バ
ン
ド
猪
苗
代
湖
ズ

（
箭
内
道
彦
さ
ん
、
山
口
隆
さ
ん
、

松
田
晋
二
さ
ん
、渡
辺
俊
美
さ
ん
）

を
は
じ
め
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
参
加
。
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を

繰
り
広
げ
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
延
べ
約
４
０
０
０
人
の
音
楽

フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
合
間
に
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
交
え
て
「
ハ
ン
カ
チ

落
と
し
」
や
「
だ
る
ま
さ
ん
が
転

ん
だ
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

15
日
夜
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア

を
催
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
来
場

者
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
間
好
天
に
恵
ま
れ
、
観
客

ら
は
猪
苗
代
湖
を
眼
下
に
望
む
大

自
然
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
。

4
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Pick Up
今月のイベント

　

長
瀬
小
学
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
授
業

は
９
月
３
日
、
同
校
と
郡
山
市
の
布

引
高
原
で
開
催
さ
れ
、
同
校
の
６
年

生
19
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
理
科

の
授
業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
た

も
の
で
、
い
わ
き
明
星
大
学
の
東
之

弘
教
授
、
石
川
哲
夫
特
任
教
授
と
同

大
学
の
学
生
６
人
を
講
師
に
招
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
午
前
中
に
布
引
高

原
の
風
力
発
電
所
を
見
学
。
そ
の
後

学
校
に
戻
り
、
講
義
や
実
験
を
通
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」
と
題
し
た

講
義
で
は
、
東
教
授
が
省
エ
ネ
や
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
な
ど
を
説
明
。
児
童
ら
は

真
剣
な
表
情
で
講
義
に
聞
き
入
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
に
思
い
を
巡
ら

せ
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
、
石
川
教
授
と
学
生

に
よ
る
実
験
教
室
を
開
催
。
手
回
し

発
電
や
温
度
差
発
電
、
風
力
発
電
な

ど
、
準
備
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
発
電

機
を
使
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み

だ
す
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
渡
邉
美み

森も
り

さ
ん
は

「
身
の
回
り
の
も
の
で
発
電
で
き
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
電
気
を
作
る

の
は
思
っ
た
よ
り
も
大
変
で
し
た
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

エネルギーを作る
大変さを学ぶ
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今月の表紙
延べ約 4000 人もの観
客が訪れた風とロック
芋煮会 2012 ＠猪苗代
湖。 こ の イ ベ ン ト の
オ ー プ ニ ン グ セ レ モ
ニーに西久保彼岸獅子
が出演しました。残暑
厳しい中、舞を披露し
た皆さんに、会場から
はあたたかい拍手が送
られました。

【撮影日】　９月 15 日
【撮影場所】　猪苗代スキー場

【目次】

福島民報社提供

風とロック芋煮会 2012 ＠猪苗代湖

　　　　　　　　　　著作権上の問題があるため、ホームページ掲載分の

　　　　　　　　アーティストの写真は削除しました。

　　　　　　　　ご了承ください。
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もあれば、ぜひまた来たいです。福島は
まだいろいろと大変だと思いますが、
負けずにがんばってください。応援し
ています。
メッセージボードには「平井理央さん
サイコー」と書きました（笑）
　　　　　　青柳翔

しょう

平
へ い

さん（左）、峰田和
か ず

伸
の ぶ

さん（右）：ともに山形県

Interview

　風とロック芋煮会では、一般客向けに

出店したほか、スタッフやアーティストの

皆さんに食べてもらうそばも準備しました。

全国から多くのお客さんが集まったので、

猪苗代のそばをＰＲするにはとてもいい機

会だったと思います。猪苗代にはそば屋が

多くありますが、個人や家族で経営してい

る店がほとんど。人的にもイベントに協力

するのはなかなか難しいと思います。わた

したちはその点では恵まれているので、協

力や出店が可能です。今後も、町内のイ

ベントはもちろん、町外や県外での物産展

やそばまつりなどに出店して、「そばの里」

猪苗代を盛り上げていきたいと思います。

「そばの里」猪苗代をＰＲ

小板橋晴
は る

雄
お

い わ は し 館　　　　　
そば担当主任　　　　　

さ
ん

Interview

　当会議所からは８人がボランティアとし
て参加しました。主に猪苗代地ビール館の
ブースの手伝いをしましたが、とても好評
で、リピーターも多かったです。長時間で
疲れましたが、とても雰囲気が良く、楽し
かったです。ほかのメンバーも、楽しかっ
たので来年以降もあればぜひ参加したいと
話していました。町外、県外の人が多く集
まるイベントは、猪苗代の良さを知っても
らう絶好の機会。こういったイベントを継
続していって、猪苗代に限らず、多くの人
に福島県に来てもらえればと思います。わ
たしたちも、猪苗代や福島県を元気にする
ため、今後も積極的にイベントの企画や協
力をしていきたいと思います。

猪苗代、福島県を元気に

渡部裕
ゆ う

一
い ち

猪 苗 代 青 年 会 議 所　　
理 事 長　　　　　　　

さ
ん

Interview

　当日はとても忙しかったですが、お客さ
んから元気をもらえて、すごく楽しかった
です。復興イベントということもあると思
いますが、「猪苗代大好きだよ」「福島を応
援してるからね」などと、お客さんたちが
あたたかい言葉をかけてくれました。ふれ
あいを感じられるとても良いイベントだっ
たと思います。町にも元気が出るので、こ
のイベントが来年以降もずっと続いたらい
いですね。参加したメンバーもみんな楽
しかったと言っていました。私たちは本来、
健康のための料理を作るのが仕事ですが、
今後も会員一丸となってさまざまなイベン
トに協力し、健康食を通して、食の安全と
町の素晴らしさを発信していきたいです。

「食」で町を盛り上げたい

星　久
ひ さ

子
こ

町食 生 活 改善 推 進 員　
会 長　　　　　　　　

さ
ん

福島民報社提供

　天気にも恵まれて、大自然の中で音
楽や食を堪能できるいいイベントでし
た。若者だけじゃなくて家族連れも多
く、一体感のあるイベントだと思いま
した。
　　　　　　主藤隆

た か

弘
ひ ろ

さん：郡山市

一体感のあるイベント

　震災後、自衛隊の災害派遣で福島に
来ていたこともあり、気になったので
来てみました。自分たちが来ることで
少しでも復興の助けになればうれしい
です。風とロックのイベントに来るの
は初めてですが、とても楽しい。来年

ぜひまた来たいです

福島らしい雰囲気

　アットホームな雰囲気
が福島らしくていいイベ
ントだと思います。今は
東京に住んでいますが、
２人とも出身が郡山なの
で、震災後はスーパーな
どで福島産の野菜や果物
を 見 る と、 応 援 し た く
なってつい買っちゃいま
す。県内はまだ大変だと
思いますが、がんばって
ほしいです。地ビールが
とてもおいしいです。
佐藤誌

し

織
お り

さん（左）、
大和田祥

しょう

平
へ い

さん（右）：
東京都

　　　　著作権上の問題があるため、ホームページ掲載分の

　　　　アーティストの写真は削除しました。

　　　　ご了承ください。
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陸
上
競
技
場
が

待
望
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

こ
の
た
び
、
町
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
唯
一
の
陸
上
競
技
場
は
、
昭

和
56
年
の
完
成
以
来
、
各
種
の
大
会

や
練
習
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
雨
天
時
に

利
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
利
用
者

に
不
便
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
町
で
は
、
競
技
に
適

し
た
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
ま
た

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
減
少

し
た
町
内
へ
の
誘
客
を
図
る
た
め
に

陸
上
競
技
場
の
全
天
候
型
改
修
工
事

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
施
設
の
概
要

【
ト
ラ
ッ
ク
】

４
０
０
㍍
×
８
レ
ー
ン（
障
害
池
含

む
）、
全
天
候
型
舗
装（
合
成
ゴ
ム

シ
ー
ト
）

【
走
り
幅
跳
び
、
三
段
跳
び
】　　
　

 
全
天
候
型
舗
装（
合
成
ゴ
ム
シ
ー
ト
）

【
走
り
高
跳
び
】　　
　
　
　
　
　
　

 

全
天
候
型
舗
装（
合
成
ゴ
ム
シ
ー
ト
）

【
や
り
投
げ
、
棒
高
跳
び
】　　
　
　

 

全
天
候
型
舗
装（
合
成
ゴ
ム
シ
ー
ト
）

【
砲
丸
投
げ
、
円
盤
・
ハ
ン
マ
ー
投

げ
兼
用
サ
ー
ク
ル
】

モ
ル
タ
ル

※
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
合
成
ゴ
ム
シ
ー
ト
は
、
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
の
会

場
な
ど
世
界
中
で
４
０
０
０
カ
所
以

上
の
ト
ラ
ッ
ク
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

猪
苗
代
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を

　

陸
上
競
技
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
競
技
環
境
が
向
上
し
た
こ
と
に

よ
り
、
町
内
の
小
中
学
校
、
高
校
な

ど
の
児
童
・
生
徒
ら
の
競
技
力
向
上

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
競

技
場
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
生

ま
れ
、
そ
の
選
手
に
憧
れ
た
子
ど
も

た
ち
が
そ
れ
に
続
く
。
そ
ん
な
競
技

場
を
目
指
し
て
施
設
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

町
民
大
運
動
会
、
竣
功
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
す

　

10
月
14
日
に
は
毎
年
恒
例
の
町
民

大
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。
町
民
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
昼
に
は

竣
工
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

水
洗
ト
イ
レ
で
快
適
に

～
自
治
体
初
の
完
全
循
環
型

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
東
側
の
ト
イ
レ

も
新
し
く
な
り
ま
す
。
設
置
さ
れ
る

ト
イ
レ
は
、
く
み
取
り
や
下
水
道
へ

の
接
続
が
不
要
な
完
全
循
環
型
水
洗

ト
イ
レ
で
、
自
治
体
と
し
て
は
初
の

導
入
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ト
イ
レ
の

特
徴
は
①
上
下
水
道
完
備
の
水
洗
ト

イ
レ
と
同
等
の
快
適
さ
②
水
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
無
駄
に
せ
ず
、
環
境
に
や

さ
し
い
③
被
災
下
な
ど
の
停
電
時
に

も
繰
り
返
し
使
用
可
能
ー
な
ど
で
、

ま
さ
に
時
代
に
適
応
し
た
ト
イ
レ
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
猪
苗
代
球

場
に
芝
が
張
ら
れ
ま
し
た

　

町
運
動
公
園
の
「
楽
天
イ
ー
グ
ル

ス
猪
苗
代
球
場
」
の
外
野
に
芝
が
敷

き
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
選
手
の
膝
や
足
に
か
か
る
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
た
め
、
け
が
や
故
障

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
野
球
塾
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
猪
苗
代
球
場
」

の
外
野
が
芝
生
化
さ
れ
て
初
の
イ
ベ

ン
ト
「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
野
球
塾
」
は
９
月
８
日
、
同

球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

野
球
塾
に
は
猪
苗
代
中
、
東
中
、

吾
妻
中
の
野
球
部
員
合
わ
せ
て
約
50

人
が
参
加
。
同
球
団
の
益
田
大だ

い

介す
け

、

山
﨑
隆た

か

広ひ
ろ

両
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
か
ら

熱
心
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
終
了

後
、
野
球
塾
を
招
い
た
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
Ｎ
Ｇ
倶
楽
部（
小
川
竜り

ゅ
う

平へ
い

会
長
）か
ら
各
校
に
ボ
ー
ル
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
球
塾
に
参
加
し
た
吾
妻
中
野
球

部
主
将
の
佐
藤
正ま

さ

樹き

さ
ん
は
「
練
習

方
法
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
練

習
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

バッティングの技術を学ぶ野球部員ら
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1

1_ こども園での避難訓練。終了後、園児らが元気に防火を誓いまし
た　2_ 新屋敷区が消火栓で放水訓練　3_ 川桁区の避難訓練　4_ 川桁
区長が防災無線で住民に避難を呼びかける　5_ 観音寺川河川敷で消
防団員が土のう積み訓練　6_ 消防団による中継放水訓練　7_ リステ
ルではレスキュー隊員が建物に取り残された人を救助　8_ 町建設課
職員による被災建物応急危険度判定訓練　9_ 警察署員らが倒木の除
去訓練と車両除去訓練に挑んだ　10_ 炊き出し訓練ではアルファー米
を使ったカレーライス、乾パン、水が配布された　11_ 幸野区による
救命処置訓練　12_ 曲渕区による小型ポンプでの放水訓練　　　

　

町
総
合
防
災
訓
練
は
９
月
23

日
、
長
瀬
地
区
で
行
わ
れ
、
参

加
者
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ

の
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
地
域
住
民
、
消
防

団
員
、
こ
ど
も
園
園
児
や
町
関

係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
。

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、

町
内
の
各
地
で
家
屋
の
倒
壊
や

火
災
な
ど
が
発
生
、
数
日
前
か

ら
降
り
続
い
た
雨
に
加
え
、
台

風
が
接
近
し
、
水
害
も
発
生

し
た―

と
の
想
定
で
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
訓
練
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
町
役
場
】

○
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

○
地
震
の
発
生
を
町
民
に
知
ら

せ
る
広
報
訓
練
（
町
職
員
）

【
川
桁
地
区
周
辺
】

○
交
通
規
制
訓
練
（
交
通
安
全

協
会
・
交
通
指
導
員
）

【
川
桁
体
育
館
】

○
交
通
障
害
車
両
除
去
訓
練

（
警
察
署
）

○
が
れ
き
撤
去
・
負
傷
者
救
出
・

救
命
処
置
訓
練
（
幸
野
区
自
主

防
災
組
織
・
消
防
署
）

○
応
急
救
護
所
設
置
訓
練
（
町

立
病
院
）

○
避
難
訓
練
・
要
支
援
者
救
護

訓
練（
川
桁
区
自
主
防
災
組
織
）

○
避
難
所
設
置
訓
練（
町
職
員
）

【
観
音
寺
川
河
川
敷
】

○
水
防
訓
練
（
消
防
団
・
土
木

事
務
所
）

【
さ
く
ら
こ
ど
も
園
】

○
通
報
・
避
難
訓
練
（
さ
く
ら

こ
ど
も
園
職
員
・
園
児
）

○
初
期
消
火
訓
練
（
曲
渕
、
新

屋
敷
区
自
主
防
災
組
織
・
さ
く

ら
こ
ど
も
園
職
員
）

○
被
災
建
物
応
急
危
険
度
判
定

訓
練
（
町
職
員
）

【
ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
】

○
通
報
・
避
難
訓
練
（
リ
ス
テ

ル
猪
苗
代
）

○
救
助
・
救
出
訓
練
（
消
防
署
・

消
防
本
部
）

○
中
継
放
水
訓
練
（
消
防
団
）

○
給
水
・
応
急
給
食
訓
練
（
町

赤
十
字
奉
仕
団
）

　

広
報
訓
練
で
は
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ―

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
試
験
放
送
を
行
い
、

正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
自
主

防
災
組
織
の
訓
練
に
重
点
を
置

い
て
実
施
し
ま
し
た
。
大
規
模

な
災
害
時
に
は
、
消
防
や
警
察

な
ど
が
す
べ
て
の
現
場
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、

地
域
住
民
が
団
結
し
、
助
け
合

う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

―

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る―

そ
ん
な
意
識
を
普
段
か
ら
持
ち

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自分たちの地域は

自分たちで守る

6

9 8

11 1210

24 年度町総合防災訓練

34 25

7
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い
ま
す
。
町
税
は
、
滞
納
者
の
納

税
や
避
難
者
受
け
入
れ
に
伴
う
た

ば
こ
税
の
増
加
に
よ
り
、
町
税

全
体
で
７
・
５
％
、
金
額
に
し
て

１
億
４
０
１
８
万
６
千
円
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
約
81
億
４
千
万
円

　

23
年
度
の
歳
出
総
額
は
、
81
億

３
８
３
１
万
１
千
円
で
、
前
年
度

よ
り
８
億
７
２
７
１
万
７
千
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
震
災
復

旧
事
業
、
さ
く
ら
こ
ど
も
園
整
備

事
業
、
鶴
峰
住
宅
建
設
事
業
な
ど

の
ハ
ー
ド
事
業
や
線
量
計
等
整
備

事
業
、
風
評
被
害
対
策
事
業
な
ど

の
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
で
す
。　
　

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る

た
め
の
基
金
で
あ
る
財
政
調
整
基

金
は
、
一
昨
年
、
昨
年
に
続
き
23

年
度
も
繰
り
入
れ
を
せ
ず
、
財
政

調
整
基
金
に
約
１
億
５
千
万
円
の

積
み
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
ど
町
の
23
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

９
月
に
開
か
れ
た
、
町
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
な
ど
、
町
の
収
入
を

ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
説
明
す
る
も
の
で
す
。

決
算
か
ら
見
る
町
の
財
政
状
況
を
説
明
し
ま
す
。

決
算

  

一
般
会
計
か
ら
見
る

  

町
の
財
政
状
況

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
る
一
般
会
計
の
決

算
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

歳
入
は
約
85
億
７
千
万
円

　

歳
入
は
、
皆
さ
ん
が
支
払
う
町

税
、
町
が
事
業
を
す
る
た
め
に
借

り
入
れ
る
町
債
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。

　

23
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
85
億

６
６
８
１
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

10
億
８
７
４
８
万
６
千
円
増
加
し

ま
し
た
。
増
加
の
主
な
理
由
は
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う
震

災
関
連
事
業
負
担
金
お
よ
び
補
助

金
や
税
収
の
増
加
な
ど
で
す
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
町
税
、
負

担
金
や
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源

（
町
が
独
自
に
調
達
で
き
る
財
源
）

の
割
合
は
、
30
・
９
％
で
、
昨
年

よ
り
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額
歳　　入 歳　　出 22 年度

22 年度との比較 増減率 22 年度との比較 増減率 歳　入 歳　出
一　般　会　計 8,566,810 8,138,311 428,499 1,087,486 14.5％ 872,717 12.0％ 7,479,324 7,265,594

特

別

会

計

猪 苗 代 地 区 財 産 区 6,123 5,874 249 △ 5,356 △ 46.7％ △ 4,922 △ 45.9％ 11,479 10,866
翁 島 地 区 財 産 区 3,363 3,041 322 528 18.6％ 644 26.9％ 2,835 2,397
長 瀬 地 区 財 産 区 13,034 12,750 284 37 0.3％ △ 8 △ 0.1％ 12,997 12,758
吾 妻 地 区 財 産 区 20,673 20,370 303 △ 9,121 △ 30.6％ △ 8,985 △ 30.6％ 29,794 29,355
国 民 健 康 保 険 1,902,007 1,794,779 107,228 134,477 7.6％ 157,018 9.6％ 1,767,530 1,637,761
簡 易 水 道 事 業 95,083 92,695 2,388 32,728 52.5％ 34,780 60.1％ 62,355 57,915
下 水 道 事 業 736,426 720,716 15,710 79,178 12.0％ 79,074 12.3％ 657,248 641,642
特定環境保全下水道事業 223,037 219,058 3,979 101,141 83.0％ 101,818 86.8% 121,896 117,240
農 業 集 落 排 水 事 業 326,338 306,403 19,935 62,740 23.8％ 60,312 24.5％ 263,598 246,091
介 護 保 険 1,289,184 1,281,057 8,127 97,501 8.2％ 92,954 7.8％ 1,191,683 1,188,103
後 期 高 齢 者 医 療 151,922 151,616 306 △ 2,312 △ 1.5％ 2,252 △ 1.5％ 154,234 153,868
特 別 会 計 　 計 4,767,190 4,608,359 158,831 491,191 11.5％ 510,013 12.4％ 4,275,999 4,098,346

一般会計 + 特別会計  合計 13,334,000 12,746,670 587,330 1,578,677 13.4％ 1,382,730 12.2% 11,755,323 11,363,940

区分 決算額 区分 決算額
収
益
的

収入 57,291（98.0％） 資
本
的

収入 28,891（34.0％）
支出 61,338（118.8％） 支出 143,261（182.8％）

平成 23 年度歳入歳出決算額および対前年度比較表 単位 : 千円

区分 決算額 区分 決算額
収
益
的

収入 308,228（101.7％） 資
本
的

収入     7,355（547.7%）
支出 288,008（107.8％） 支出 87,620（△ 34.8％）

　　（　）内は前年度比率　単位 : 千円　　（　）内は前年度比率　単位 : 千円

＊資本的収支の不足額 8,026 万 5 千円は、内部留保資金から補てん
しました。

水道事業会計決算 病院事業会計決算

町民の皆さんが23年度に負
担した町税は、年間平均で
１人当たり　　114,968 円
１世帯当たり　336,893 円
となりました（国民健康保
険税を除く）。

町 民 税　   32,476 円
固 定 資 産 税　   70,545 円
軽 自 動 車 税　      2,121 円
町 た ば こ 税　      8,574 円
入　　湯　　税　      1,252 円
国民健康保険税　   85,764 円
※町民税負担の内訳は、24 年
3 月 31 日現在の住民基本台帳
人 口 15,903 人、世 帯 数 5,368
世帯、国民健康保険税は 4,448
人で計算しています。

  1 人当たり町税負担の内訳

  

財
政
指
標
か
ら
見
る

  

町
の
財
政
状
況

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律（
財
政
健
全
化

法
）に
設
け
ら
れ
た
、
４
つ
の
指

標
の
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

本
町
の
場
合
、
実
質
赤
字
比
率

と
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
赤
字

で
は
な
い
の
で
、
該
当
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は　

　

14
・
９
％

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
町
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
歳
入
の
う
ち
、

何
％
が
借
金
の
返
済
に
使
わ
れ
て

い
る
か
を
示
す
も
の
で
、
過
去
３

年
間
の
平
均
値
で
示
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、

14
・
９
％
で
、
昨
年
よ
り
１
・
４
％

減
少
し
ま
し
た
。
23
年
度
に
町
が

借
金
の
返
済
に
充
て
た
公
債
費
は
、

10
億
４
２
０
万
８
千
円
。
本
年
度

末
で
、
町
の
借
金
の
残
高
を
８
５

０
３
万
７
千
円
減
ら
し
ま
し
た
。

　

 

将
来
負
担
比
率
は

　

94
・
２
％

　

将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会
計

に
お
け
る
標
準
的
な
年
間
収
入
の

何
年
分
の
借
金
が
あ
る
か
を
表
す

比
率
で
す
。
町
の
将
来
負
担
比

率
は
、
94
・
２
％
で
、
昨
年
よ
り

22
・
２
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
財
政
健
全
化
計
画
な

ど
を
策
定
し
、
今
後
も
経
費
の
削

減
に
努
め
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

  町 税 の 負 担

町税（23.5％）
20 億 1,009 万円

繰入金（0.3％）
2,456 万 7 千円

諸収入（2.5％）
2 億 1,302 万 1 千円

繰越金（2.5％）
2 億 1,373 万円

使用料および手数料
分担金および負担金
財産収入・寄付金（2.1％）
1 億 8,491 万 8 千円

地方消費税交付金・地方譲与税・自動車取得税
交付金・地方特例交付金・ゴルフ場利用税交付
金・利子割交付金・交通安全対策特別交付金・
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金（3.4％）
2 億 9,434 万 1 千円

県支出金（10.2％）
8 億 7,455 万 2 千円

国庫支出金（8.6％）
7 億 3,534 万 4 千円

町債（9.1％）
7 億 7,940 万円

地方交付税（37.8％）
32 億 3,692 万 8 千円

総務費（16.3％）
13 億 2,532 万円

民生費（18.4％）
14 億 9,494 万円

衛生費（6.1％）
4 億 9,411 万 8 千円

農林水産業費（4.9％）
4 億 47 万 7 千円商工費（5.5％）

4 億 4,519 万 2 千円

公債費（12.3％）
10 億 420 万 8 千円

教育費（11.3％）
9 億 2,080 万 8 千円

消防費（4.5％）
3 億 6,873 万 2 千円

土木費（16.2％）
13 億 1,787 万円

議会費（1.4％）
1 億 1,345 万 6 千円

一般会計内訳

＊収支の不足額 1 億 1,841 万 7 千円は、基金などから補てんしました。

災害復旧費（3.1％）
2 億 5,319 万円

歳出

歳入



広報 猪苗代  2012-10    1213    2012-10  広報 猪苗代

　 安全運転の大切さを再認識
　ＪＡあいづとＪＡ共済連福島による「交通安全夢
授業」は９月 18 日、猪苗代小学校で開かれ、同校
の５、６年生約 80 人が無事故を誓いました。
　開会式に引き続き行われた交通安全教室では、猪
苗代警察署の遠藤敏

と し

久
ひ さ

交通係長が自転車シミュレー
ターを使って正しい乗り方を指導。児童らは、スク
リーンに映し出される走行の様子を見ながら、安全
運転のポイントなどを学びました。
　交通安全教室終了後、福島ユナイテッドＦＣの清
水純

じゅん

、岡田亮
りょう

太
た

両選手によるサッカー教室が開か
れ、児童らは選手と触れ合いながら夢を持つことの
大切さを学びました。
　自転車シミュレーターを体験した５年生の服部在

あ る

さんは「人をひいてしまったけど、本当のことじゃ
なくて良かった。これからは気を付けて運転します」
と感想を話していました。

写真上　自転車シミュレー
ターに乗る服部さんとスク
リーンに映し出された走行の
様子を見守る児童ら
写真下　サッカー教室の様子。
清水選手のディフェンスをか
わしてシュート！ A N

　  家族で楽しむスポーツの秋
　スポーツの秋を迎え、町内の保育所や幼稚園では
運動会が開催されました。
　猪苗代保育所と中の沢保育所の運動会は９月 15
日、翁島幼稚園の運動会は 9 月 21 日、各園や体育
館で開かれました。真剣な表情でかけっこをし、親
子競争では楽しそうな笑顔。そんな子どもたちを保
護者らは温かく見守り、盛んな声援を送りました。
運動会の様子を写真で紹介します。

写真上　運動会の恒例行事、
猪苗代保育所の玉入れ
写真下　中の沢保育所のか
けっこ
写真右　運動会のフィナーレ
を飾った翁島幼稚園のリズム

「ありがとう」
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      管内中体連新人大会を開催
　24 年度北会津管内中学校体育大会新人総合大会
は９月 25 日、町運動公園、カメリーナや各校の体
育館などで開かれました。町内３中学校と磐梯中学
校の４校から、１・２年生が参加。野球、バレーボー
ル、バスケットボールや卓球など７種目で日ごろの
練習の成果を競い合いました。主な成績は次のとお
りです（剣道、バドミントンは猪苗代だけ）。

写真上　町運動公園野球場で
開かれた野球競技には、全４
校が参加。写真は猪中と東中
の対戦
写真下　カメリーナでも全４
校が参加して卓球競技を開催。
写真は猪苗代中と東中の対戦

●野球　優勝　猪苗代、２位　東
●バレーボール　優勝　磐梯、２位　東
●バスケットボール　男子　優勝　磐梯、２位　猪苗代
●卓球　男子団体　優勝　猪苗代、２位　東
　　　　女子団体　優勝　東、２位　吾妻
　　　　男子オープン優勝　佐藤司

つかさ

（東）
　　　　女子オープン優勝　佐藤亜

あ

美
み

（東）
●剣道個人　男子優勝　星大

た か

貴
ひ ろ

、女子優勝　笠間弓
ゆ み

加
か

●バドミントン　男・女シングルス優勝　渡部大
た い

河
が

、篠
原唯

ゆ い

、男・女ダブルス優勝　一ノ瀬将
しょう

・宇川 俊
しゅん

輔
す け

ペア、
渡邉まみ・高田瑞

み ず

沙
さ

ペア

　 町内の児童が大河ドラマに
　来年放送予定のＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」の
撮影がこのほど会津若松市で開始されました。９月
17 日には会津若松、猪苗代、磐梯３市町の小学校５・
６年生合わせて 365 人が参加し、町営牧場で撮影
を実施。町内からは 75 人の児童が参加しました。
　この日撮影したのは、オープニングタイトル。桜
色の和傘を時間差で開き、徐々に桜の花が咲くよう
に見せるシーン。２時間を超す収録に児童たちにも
疲れの色が。そこに突然ドラマ主演の綾瀬はるかさ
んが現れ、児童たちを励ますと、表情は一変。その
後の撮影を１回で成功させました。
　撮影終了後には、綾瀬さんが児童一人一人と握手
を交わし、記念品を手渡しました。
　撮影に参加した千里小６年の伊藤ほのかさん、笠
間留

る

奈
な

さん、北條優
ゆ

衣
い

さんは「綾瀬さんに会えてう
れしかった。疲れも飛びました」と笑顔で話しました。

写真上　撮影の様子。監督の
「いち、に、さん…」の声に

合わせ、桜の花に見立てた傘
を開きます
写真下　綾瀬さんと握手を交
わし、笑顔を見せる伊藤さん

（左）

lementary schoolE
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地域で楽しむスポーツの秋
町民球技大会で猪苗代一が決定！

写真は、山潟対今泉の対戦。序盤の猛攻と堅い
守備で山潟が勝利。最後はホームベース上のク
ロスプレーを制し、１点差で逃げ切りました

猪苗代の芸能を高遠で披露
川桁謡真鼓楽会が交流都市で演奏

熱い演奏を披露する川桁謡真鼓楽会の皆さん

　町民球技大会の中央大会は
９月９日、町運動公園とカメ
リーナで開催されました。ソ
フトボール、バレーボールの
白熱した好ゲームの様子を写
真で紹介します。成績は学び
の泉をご覧ください。

　「第 14 回懐かしの沼尻軽便鉄道を訪ねて」ウォーキングイベ
ントは９月 29、30 日の両日、旧路線跡などで開催されました。
参加者は黄金色になった稲穂を眺めながら思い思いのペースで歩
き、心地よい汗を流しました。
　町商工会青年部などで作る実行委員会が主催したこのイベント
には、約 200 人が参加。30 日には川桁駅から中ノ沢温泉までの
約 18㌔の旧路線跡を歩きました。終点では、宿泊券や温泉入浴
券などが当たる抽選会、民話の語り、手打ちそばや豚汁などの振
る舞いなどで参加者のゴールを祝い、好評を博しました。

黄金色の稲穂を眺めながら
沼尻軽便鉄道跡などウォーキング

白津駅の改札を通る参加者ら

　第７回磐梯高原猪苗代湖マラソン（磐梯高原ウルトラマラソン）
は９月８日、町内のホテルリステル猪苗代をスタート・ゴールと
し、猪苗代湖周辺を走るコースで開催されました。
　猪苗代湖を１周半回る 100㌔、１周する 65㌔、郡山市の舟津
公園で折り返す 42.195㌔、同公園からリステルまでの 21.0975
㌔の４コースに合わせて 1500 人以上が参加。日頃のトレーニン
グや健康づくりなどで鍛えた自慢の健脚を競いました。
　参加者たちは、猪苗代湖や磐梯山の風景を眺めながら、思い思
いのペースでゴールを目指しました。

日本一過酷な道のりに挑戦
磐梯高原猪苗代湖マラソンを開催

早朝 5 時、100㌔、65㌔コースのスタート

　福島県を代表する民謡として、全国の人に親しまれている会津
磐梯山の全国大会は９月９日、学びいなで開かれました。
　28 回目となる今年の大会には、ジュニア、青年、壮年、高年
の４部門に合わせて約 70 人が出場。日ごろ鍛えた自慢ののどを
披露し、会場を訪れた聴衆を魅了しました。
　ゲストとして、前年度優勝者や日本舞踊の内

う つ

海
み

流
りゅう

道
み ち

京
きょう

会
か い

の皆
さんなどが出演し、会場に花を添えました。
　この大会には町内から７人が参加。壮年の部に出場した半澤幸

こ う

一
い ち

さん（下舘）が入賞を果たしました。

のど自慢が練習の成果競う
会津磐梯山全国大会が開催される

日ごろの練習の成果を発揮し、熱唱する参加者

写真は、扇田対名古屋町の対戦。２－０で扇田
が勝利。２セットともデュースにもつれ込む接
戦でした

　24 年度の町敬老の集いは９月 10 日、カメリーナで開催され
ました。町内の 70 歳以上の高齢者が招待され、そのうち 731
人が出席しました。前後公

ひろし

町長、宇月静
し ず

子
こ

町婦人連絡協議会長
があいさつした後、今年 85 歳を迎えた人たちに、記念品の座布
団が手渡されました。出席者を代表して、戸田忠義町老人クラブ
連合会長が謝辞を述べました。
　その後、開催された演芸では、猪苗代幼稚園、猪苗代保育所や
町婦人連絡協議会の皆さんなどが歌や踊りを披露。出席した皆さ
んの長寿と健康を祝いました。

高齢者の長寿と健康を祝う
カメリーナで敬老の集い催される

85 歳を迎えた人の代表者に、座布団が手渡されました

　川桁謡
よ う

真
し ん

鼓
こ

楽
ら く

会
かい

（神トシ子会長）が参加した「高遠城下まつり」
は９月１日、長野県伊那市の高遠町で開かれました。
　本町と旧高遠町（合併により現在は伊那市）は、保科正之公の
縁で平成 16 年に親善交流を宣言。以来さまざまな交流事業など
を実施しています。
　「猪苗代の郷土芸能を披露してほしい」と招待を受けて参加し
た同会の会員 12 人は、メーンステージで５曲を披露。残暑厳し
い中、熱い演奏を披露した皆さんに、会場からは温かい拍手が送
られました。



広報 猪苗代  2012-10    1617    2012-10  広報 猪苗代

まちのわだい
TOWN  TOPICS

　町民親善ゴルフ大会実行委員会は 9 月 14 日、東日本大震災か
らの復興のためにと、町に 20 万円を寄付しました。
　寄付された浄財は、８月 26、27 の両日、猫魔ホテル猪苗代ゴ
ルフコースで開催された大会の参加者から寄せられた善意と会費
の一部。贈呈式は町役場で行われ、渡部一

か ず

男
お

実行委員長と阿部吉
よ し

作
な り

副委員長が前後町長に手渡しました。
　前後町長は「善意をありがとうございます。復興のために有効
に使わせていただきます」とお礼の言葉を述べました。

震災からの復興に役立てて
町民ゴルフ実行委員会が町に寄付

善意を手渡す渡部実行委員長（中）と阿部副委員長（右）

　町内の建設業者などでつくる猪苗代ビルドの会（佐藤好
こ う

市
い ち

会長）
は９月 26 日、町内の保育所、幼稚園や小中学校で、補修作業ボ
ランティアを実施しました。
　この活動は、同会の恒例行事となっており、今年で 15 回目を
迎えました。当日は、作業に先立ち出発式を開催し、その後、作
業内容や行程を確認、３グループに分かれて各施設へ出発。補修
などの軽作業やテーブルの製作などをしました。子どもたちは、
その鮮やかな手つきに目を奪われ、遊ぶことをやめて見入ってい
ました。

教育施設の環境向上のため
ビルドの会が町内教育施設を補修

猪苗代幼稚園で作業する会員の皆さん

町の代表が接戦繰り広げる
市町村対抗県軟式野球大会で惜敗

　安部春
は る

男
お

さん（山潟）と妻の幸
さ ち

子
こ

さんは９月 24 日、町役場を訪
れ、車いす１台を町に寄贈しました。
　春男さんは「先輩方をはじめ、今まで町民の皆さんにはいろい
ろとお世話になりました。皆さんの福祉向上のために使ってくだ
さい」と前後公

ひろし

町長に車いすを渡しました。
　前後町長は「善意をありがとうございます。早速活用させてい
ただきます」とお礼を述べました。
　この車いすは、町役場の正面玄関に置かれ、来庁者のために使
われています。

今までの感謝の思い込めて
安部春男さんが町に車いすを寄贈

（左から）前後町長、安部幸子さん、春男さん

　ロンドン五輪バレーボール女子日本代表の新鍋理沙、狩野舞子
両選手が所属する久光スプリングスなどを招いた「バレーボール
エイド 2012in 猪苗代」は９月 23 日、カメリーナで開催されま
した。
　当日は久光スプリングスと上尾メディックスのエキシビジョン
マッチが行われたほか、バレーボール教室も開かれ、招待を受け
た約 230 人の小学生が指導を受けました。本町からはカメリー
ナスポーツクラブの子どもたちがこの教室に参加。閉会式では選
手らにお礼の言葉と花束を贈りました。

五輪選手らが小学生を指導
バレーボールエイドが開催される

一流選手から指導を受ける小学生たち

　町内６小学校への交通安全教材贈呈式は９月 19 日、町役場で
行われ、交通安全教育ＤＶＤが各校に寄贈されました。
　寄贈は、かねてから交通安全活動などを展開しているＪＡあい
づによるもので、式には佐藤公

こ う

常務理事と鈴木清
き よ

信
の ぶ

共済担当次長
が出席。佐藤常務理事が「学校の交通安全教育のために役立てて
ください」と土屋重

し げ

憲
の り

教育長に教材を手渡しました。
　土屋教育長は「貴重な教材をありがとうございます。活用して
今後も児童の安全確保に努めていきます」とお礼の言葉を述べま
した。

児童の交通事故を防ぐため
ＪＡあいづが交通安全教材を贈呈

土屋教育長（左）に教材を手渡す佐藤常務理事（右）

猪苗代町チームの選手の皆さん。善戦しました
が、あと１本が出ず惜しくも敗れました。

　第６回市町村対抗県軟式野
球大会は９月９日、福島市の
あづま球場で１回戦が行われ、
猪苗代町チームが田村市と対
戦しました。結果は２対０で
惜しくも敗れました。選手の
皆さんお疲れさまでした。

４番の安藤雄
ゆう

一
いち

選手。７回にはライト前ヒット
を放ちました
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「将来はアイドルになってほしい」と和也さん。「と
にかく元気に育ってもらいたい」と麻美さん。２人
は希空ちゃんをやさしく見つめます。

笑顔でこんにちは

　

最
近
は
、
猫
の
ミ
ー
ち
ゃ

ん
と
遊
ぶ
の
が
お
気
に
入
り

の
希
空
ち
ゃ
ん
。
希
空
ち
ゃ

ん
と
ミ
ー
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て

も
仲
良
し
。
一
緒
に
お
昼
寝

し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
る

そ
う
で
す
。

　
「
希
空
は
パ
パ
の
こ
と
が

大
好
き
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て

く
る
と
、
ほ
か
の
人
に
は
見

せ
な
い
よ
う
な
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
ま
す
」
そ
う
話
す

の
は
、
マ
マ
の
麻
美
さ
ん
。

　
「
そ
う
か
ー
？
」
と
パ
パ

の
和
也
さ
ん
が
ほ
ほ
笑
む
先

に
は
、
元
気
に
ハ
イ
ハ
イ
す

る
希
空
ち
ゃ
ん
の
姿
が
。「
最

近
は
、
活
発
に
動
く
よ
う
に

な
っ
て
、
歩
行
器
を
す
ご
い

勢
い
で
乗
り
回
し
て
い
ま
す
。

つ
か
ま
り
立
ち
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
麻
美

さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
の
愛
情
に
包

ま
れ
、
日
々
成
長
す
る
希
空

ち
ゃ
ん
は
、
今
日
も
ひ
と
き

わ
輝
い
て
い
ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile保健だより Health information

生活習慣病にならないために

大好きなパパとママと一緒に「ハイ、チーズ！」

平成 24 年１月生まれ
～市沢　　
和
か ず

也
や

さん・麻
あ さ

美
み

さん夫婦の長女

遠藤　希
の

空
あ

　ちゃん

と
体
重
が
減
り
ま
す
。
１
日
に
消
費

し
て
い
る
カ
ロ
リ
ー
よ
り
、
食
べ
る

カ
ロ
リ
ー
の
量
を
２
０
０
㌔
㌍
減
ら

し
て
み
る
と
、
少
し
づ
つ
体
重
は

減
っ
て
い
く
は
ず
！
食
事
は
個
人
個

人
の
適
正
量
を
食
べ
る
事
が
大
切
で

す
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
た
め
に

１
日
３
食
を
通
し
て
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
２
品
・
果
物
・
乳
製
品
を
取
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
齢
に
よ
る
基

礎
代
謝
の
低
下
に
よ
り
太
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
生
活
が
ど
ん
ど

ん
便
利
に
な
り
動
き
が
少
な
く
な
り
、

太
り
や
す
い
環
境
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
い

ろ
い
ろ
な
方
法
が
テ
レ
ビ
・
雑
誌
な

ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
○

○
す
る
だ
け
で
痩
せ
る
」
と
、
運
動

だ
け
し
て
消
費
カ
ロ
リ
ー
を
増
や
す

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
痩
せ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
内

臓
脂
肪
は
運
動
に
よ
っ
て
減
り
や
す

く
な
り
、
適
度
な
運
動
は
衰
え
て
い

く
筋
肉
や
基
礎
代
謝
を
キ
ー
プ
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
最
近
で
は
、

細
切
れ
運
動
で
も
効
果
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
こ
ま
め
に
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
５
以
上
25
未
満
を
普

通
と
し
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
を
肥
満
と

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
腹
囲
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
ど
う
で

し
た
か
？

　

標
準
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
22
が
も
っ
と
も
病

気
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以

上
に
な
る
と
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂

質
異
常
症
な
ど
肥
満
に
関
す
る
病
気

が
２
倍
に
増
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

肥
満
予
防
、
メ
タ
ボ
予
防
が
生
活
習

慣
病
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

人
が
太
る
の
は
、
食
べ
て
い
る
カ

ロ
リ
ー
と
消
費
し
て
い
る
カ
ロ
リ
ー

の
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
り
ま
す
。
カ
ロ

リ
ー
消
費
が
食
べ
て
い
る
カ
ロ
リ
ー

よ
り
少
な
い
と
体
重
が
増
え
、
逆
だ

あ
な
た
の
特
定
健
康
診
査
・

各
種
が
ん
検
診
・
結
核
健
診

等
の
検
診
結
果
は
？

　

町
で
実
施
の
平
成
24
年
度.

各
種

検
診（
一
部
乳
が
ん
検
診
を
除
く
）

は
、
９
月
末
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
、

今
後
は
、
そ
れ
ら
健
診
の
結
果
に
基

づ
く
各
種
健
康
相
談
・
健
康
教
室
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
若
い
人（
19
～
39
歳
）

の
健
康
診
査
も
実
施
し
、
そ
の
人
た

ち
も
含
め
、
特
に
、
特
定
健
康
診
査

の
結
果
、
メ
タ
ボ
該
当
者
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
特
定
保
健
指
導
の
お
知

ら
せ
を
し
、
10
月
16
日
か
ら
第
１
回

の
教
室
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
度
、
自
分
の
検
診
結
果
表
を

開
い
て
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂
肪
に
焦
点
を

当
て
た
も
の
で
、
そ
の
目
安
と
し
て

腹
囲（
ウ
エ
ス
ト
周
囲
長
）を
み
ま
す
。

測
定
結
果
、
男
性
85
㌢
・
女
性
90
㌢

以
上
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
し
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
の

目
安
に
身
長
と
体
重
で
計
算
す
る
Ｂ

Ｍ
Ｉ（
体
重
㌔
／
身
長
㍍
の
２
乗
）

が
あ
り
ま
す
。
日
本
肥
満
学
会
で
は
、

と
な
く
、
自
分
の
毎
日
の
食
事
と
運

動
量
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
、
19
歳
～
39
歳
の
「
若
い

人
の
健
康
診
断
」
を
受
け
ら
れ
た
人

た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
も
う
１

度
確
認
し
、
生
活
の
振
り
返
り
を
し
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
結
果
の
見
方
が
わ
か
ら
な
い

人
や
要
注
意
、
要
精
密
検
査
で
心
配

な
人
は
、
定
期
の
健
康
相
談
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
個
別
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務　

☎（
62
）２
１
１
５

Inawashiro soba travelogue

　

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
お

な
じ
み
の
「
い
わ
は
し
館
」。
県

外
の
物
産
展
な
ど
に
も
出
店
し
て

い
る
同
店
に
は
、
食
べ
た
そ
ば
が

お
い
し
か
っ
た
か
ら
と
、
遠
く
か

ら
訪
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
ま
す
。

店
舗
は
野
口
英
世
記
念
館
の
約
１

㌔
北
、
磐
梯
山
を
正
面
に
臨
む
田

園
地
帯
に
あ
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
を
推
進
す
る
同
店
で

は
、
猪
苗
代
産
の
そ
ば
粉
を
使
用
。

誰
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に
と
、

喉
越
し
の
良
さ
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　

お
す
す
め
は
「
祝
言
そ
ば
セ
ッ

ト（
１
２
０
０
円
）」。
温
か
い
祝

言
そ
ば
、
５
種
類
の
薬
味
で
食
べ

る
５
段
そ
ば
と
会
津
名
物
の
こ

づ
ゆ
が
味
わ
え
る
、
お
得
な
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

　

緑
の
村
で
は
姉
妹
店
の
「
駅
舎

亭
」
も
営
業
し
て
い
ま
す
。

営
業
時
間（
い
わ
は
し
館
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー（
12
月
か
ら
３
月
ま
で

は
午
後
２
時
ま
で
）

定
休
日　

無
休（
12
月
か
ら
３
月

ま
で
は
毎
週
水
曜
日
定
休
）

☎（
72
）０
２
１
２

※
駅
舎
亭
の
営
業
時
間
な
ど
は
緑

の
村（
☎（
65
）２
８
４
１
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

（主任　小板橋　晴
は る

雄
お

さん）

いわはし館・駅舎亭
おすすめの祝言そばセット（いわはし館のみ）

（写真左）「宴会も承ります。ぜひご利用ください」と小板橋さん　（写真中）旧国鉄翁
島駅舎を移築した店舗の「駅舎亭」　（写真右）磐梯山を正面に臨む「いわはし館」

ழබ୅ͦ͹ߦل
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 学 び の 泉 № 187

教育委員会だより

町体験交流館　学びいな
Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350

教育委員会生涯学習課
■問い合わせは

 

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　

 

～
第
二
十
九
回
～

　

江
戸
期
、
額
や
絵
馬
に
数
学
の
問
題
や
解
法
を
記

し
て
神
社
・
仏
閣
に
奉
納
し
た
も
の
が
「
算
学
」
で

あ
る
。
全
国
各
地
に
現
存
す
る
が
、
小
平
潟
天
満
宮

に
も
残
っ
て
い
る
。
代
数
、
数
列
、
平
面
幾
何
な
ど

の
問
題
で
、
数
学
的
に
も
価
値
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

参
拝
者
が
多
く
集
う
神
社
・
仏
閣
は
、
和
算
愛
好

者
の
研
究
発
表
の
場
で
あ
っ
た
。
解
法
の
な
い
額
も

あ
り
、
後
日
誰
か
が
挑
戦
し
問
題
が
解
け
る
と
、
解

答
を
掲
げ
て
お
く
。
正
解
で
あ
れ
ば
「
明
察
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

時
の
流
れ
、
日
、
週
、
月
、
年
を
決
定
し
、
日
や

月
の
食
を
正
確
に
予
測
し
た
い
わ
ゆ
る
「
暦（
カ
レ

ン
ダ
ー
）」
を
作
る
方
法
が
暦
法
で
あ
る
。

　

暦
は
、
ナ
イ
ル
川
氾
濫
の
周
期
性
に
気
付
い
た
古

代
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
農
耕
な
ど
に
役

立
つ
暦
を
作
る
に
は
天
体
の
運
行
を
正
し
く
読
み
取

り
、
そ
れ
が
地
上
に
及
ぼ
す
影
響
を
で
き
る
だ
け
正

確
に
予
測
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ

ば
「
天
地
明
察
」
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
。

　

先
月
、
冲う
ぶ

方か
た

丁と
う

氏
原
作
の
映
画
「
天
地
明
察
」
が

学
び
い
な
で
上
映
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
、
奈
良
・

平
安
の
昔
か
ら
中
国
暦
を
輸
入
し
て
用
い
て
い
た
が
、

保
科
正
之
公
が
幕
府
天
文
方
の
安や

す

井い

算さ
ん

哲て
つ

（
渋
川
春は

る

海み

）に
命
じ
、
初
め
て
自
前
の
「
暦
」
を
編へ

ん

纂さ
ん

さ
せ

た
と
い
う
。
因ち

な

み
に
、
江
戸
期
、
天
文
台
を
所
有
し

て
い
た
の
は
、
全
国
で
も
鹿
児
島
の
島
津
藩
と
会
津

藩
だ
け
で
あ
っ
た
。（
注
・
和
算
＝
わ
が
国
で
独
自
に

発
達
し
た
数
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
屋
）

　　   町民球技大会中央大会が閉幕

　長い間、地域の暮らしと共にあった鉱山と鉄道。本町
でも沼尻硫黄鉱山と沼尻軽便鉄道は、住民の生活に密着
し、様々な恩恵を与えました。その歴史を後世に守り伝
えるべく、「沼尻硫黄鉱山の全容」と題した資料展が開
催されています。ぜひご家族そろってお出掛けください。
●期間：10 月７日（日）～ 11 月４日（日）
●場所：「緑の村」淡水魚館２階
●料金：300 円（淡水魚館入館料）
●問い合わせ：沼尻鉱山と軽便鉄道を語り継ぐ会
事務局　安部　☎ 090（5185）9885

 　　　　パソコン講習会受講生募集

�                     新聞紙で植木鉢を作ろう

 　パソコン操作の基礎や、Excel（エクセル）をマスター
してみませんか？いろいろな可能性が広がります。

【パソコン操作～入門編～】
パソコン操作の基礎とインターネットやメールの活用法
を学習します。

【Excel ～初級編～】
Excel の基本操作や簡単な関数、書式の設定方法などを
学習します。
●期日：11 月 14 日（水）、11 月 16 日（金）、11 月 21
日（水）、11 月 27 日（火）、11 月 29 日（木）、12 月４日（火）
●時間：入門編は午前 10 時～正午、初級編は午後１時
30 分～３時 30 分
●料金：テキスト代 1,500 円程度
●定員：各コース 10 人
●申し込み・問い合わせ：学びいな　☎（72）0180

　新聞紙でオリジナルな植木鉢を作ってみませんか？７
月にも開催した講座ですが、大好評につき今年２度目の
開催となります。新聞紙で作った鉢は「魔法の鉢」と呼
ばれていて、吸水性に優れ、中の温度も低くなるため、
高山植物の栽培に適しています。あなたも「魔法の鉢」
を作ってお気に入りの植物を植えてみませんか。
●期日：11 月 14 日（水）午前９時 30 分～、11 月 15
日（木）午後３時 30 分～　両日ともに２時間程度
●場所：学びいな研修室
●講師：本田嗣

つ ぐ

之
ゆ き

先生、中村正
ただし

先生
●参加費：1,000 円（材料代）
●持ち物：新聞紙５日分、薄手のゴム手袋、エプロン（汚
れてもいい服装でご参加ください）
●申し込み：学びいな　☎（72）0180
●問い合わせ：猪苗代山草会　中村正　☎（62）3586

　町民球技大会の中央大会は 9 月 9 日、町運動公園と
カメリーナで開催され、各地区の予選を勝ち抜いたソフ
トボール、バレーボールの
代表チームが、白熱した好
ゲームを繰り広げました。
成績は以下のとおりです。
○ソフトボール
優　勝：山潟チーム
準優勝：達沢・大原・中ノ
沢チーム
○バレーボール
優　勝：扇田チーム
準優勝：八千代チーム

　　　� 　　　新成人の皆さんへ
　平成 25 年の成人式を下記のとおり開催します。参加
を希望する新成人は、11 月９日（金）までに手続きを
してください。なお当日は、昭和 60 年からの成人式集
合写真を展示予定です。
●日時：25 年 1 月 13 日（日）
　午後１時～１時 50 分（出席者受け付け）
　午後２時～３時 15 分（式典・記念撮影）
●会場：町体験交流館　☎（72）0180
●対象：平成４年４月２日から平成５年４月１日までに
生まれた人で、次のＡまたはＢに該当する人
Ａ．町内に住民登録をしている人
　（卒業した中学校は問いません）
　９月末日現在で町内に住民登録をしている人には、往
復ハガキで案内を送ります。「出席する」「出席しない」
のどちらかを○で囲んで返信してください。10 月以降
に住民登録をした人で出席を希望する人は、町体験交流
館に申し込んでください。
Ｂ．町内の中学校を卒業した人
　（住民登録の有無は問いません）
　町内に住民登録をしていない人には、往復ハガキの
案内は送りません。出席を希望する人は町体験交流館に
申し込んでください。家族などが代理で申し込む場合は、
新成人の氏名、生年月日、連絡先（住所、電話番号）を
申し出てください。

ソフトボール優勝の山潟チーム

　　　　　　　猪苗代湖ハーフマラソン開催と交通規制のお知らせ
　「走ることが、エールになる」をキャッチフレーズに
10 月 21 日（日）、カメリーナをスタート・ゴールとす
る「猪苗代湖ハーフマラソン 2012」が開催されます。
　今回はゲストランナーとして、会津坂下町出身で北京
オリンピック男子マラソン日本代表の佐藤敦

あ つ

之
し

選手が参
加します。

　大会当日は、県内外から多数のランナーが町内を駆け
抜けます。あたたかい大きな声援をお願いします。ま
た、大会開催にあたり町内の交通が規制されます（下図
参照）。コースおよび周辺道路では警察官、競技役員の
指示に従って通行いただきますよう、ご理解とご協力を
お願いします。

バレーボール優勝の扇田チーム

　　　� 　沼尻硫黄鉱山資料展開催

　　　�   ふるさとの祭り 2012 開催
　全国の祭りが福島に集結！日本最大級の祭りの祭典、
地域伝統芸能全国大会が福島県で開催されます。伝統工
芸の創作コーナー、ご当地グルメコーナーなど、「ふる
さと」がもっと好きになる楽しいイベントもいっぱい！
本町からは西久保彼岸獅子舞が 10 月 27 日（土）に郡山
駅前エリア会場に登場します。
●期日：10 月 27 日（土）、28 日（日）
●場所：郡山会場（郡山文化センター、郡山駅前エリア）
会津若松会場（会津総合運動公園）
●問い合わせ：県文化振興課　☎ 024（521）7154
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冬
季
間
の
除
雪
車
運
転
手

を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
冬
季
間
に
お
け
る
道
路

交
通
と
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、

除
雪
運
転
手
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　

除
雪
運
転
手
30
名
程
度

▼
雇
用
予
定
期
間

　

24
年
12
月
15
日（
土
）か
ら

　

25
年
３
月
14
日（
木
）ま
で

▼
採
用
条
件

 

・
25
年
３
月
31
日
で
満
65
歳
以
下

の
健
康
な
人

 

・
大
型
特
殊
免
許（
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ

ク
タ
ー
限
定
免
許
を
除
く
）と
車
輌

系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
了
資

格
を
持
っ
て
い
る
人

▼
提
出
書
類

 

・
履
歴
書（
用
紙
は
建
設
課
で
交
付

し
ま
す
）

 

・
運
転
免
許
証
の
写
し

 

・
車
輌
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
修
了
証
の
写
し

 

・
健
康
診
断
書

▼
申
込
期
限　

10
月
31
日（
水
）

▼
選
考
方
法

　

書
類
選
考
の
上
決
定
し
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
10
月
31
日
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

建
設
業
務

☎（
62
）２
１
１
８

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
経
過
し
た
加
入
者
全

員
分
の
保
険
証
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
誤
っ
て
提
示
す
る
場
合
や
保
険

証
を
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
に
出
し
、
他
人

に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
も
国
保
年
金
業
務
の

窓
口
に
速
や
か
に
返
還（
郵
送
で
も

可
）し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
補
助
金

　　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観

点
か
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と

促
進
を
図
り
、
自
然
と
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
。

最
大
出
力
値
が
４
㌔
㍗
を
超
え
る
場

合
は
、
４
㌔
㍗
を
上
限
と
し
ま
す
。

▼
申
請
手
続
き

　

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
猪
苗
代
町
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費

補
助
金
制
度
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
経
済
産
業
省
所
管
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

補
助
金

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

　

町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
介
護
保
険
事
業
等
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員（
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

▼
協
議
会
の
名
称

　

猪
苗
代
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会

○
主
な
審
議
内
容　
　

　

介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営   

等
に
必
要
な
事
項
。

○
開
催　

年
４
回
程
度

▼
募
集
人
数　

２
名
程
度

▼
任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
３
年
間

▼
募
集
資
格　

 
・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以

上
の
人

 

・
町
職
員
及
び
議
員
で
は
な
い
人

 

・
介
護
従
事
者
以
外
の
人

▼
報
酬
等　

　

協
議
会
に
出
席
し
た
場
合
、
町
の

規
定
に
よ
る
報
酬（
３
０
０
０
円
）

お
よ
び
交
通
費（
町
旅
費
規
程
に
基

づ
く
）を
支
給
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　
　
　
　

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
の

上
、
保
健
福
祉
課
ま
で
持
参
、
ま
た

は
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
保
健
福
祉
課
及
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

10
月
31
日（
水
）ま
で

※
郵
送
の
場
合
10
月
31
日
消
印
有
効

▼
選
考
方
法

　

応
募
者
の
提
出
書
類
及
び
面
接
な

ど
で
行
い
ま
す
。

▼
選
考
結
果
の
通
知　

　

選
考
結
果
は
、
11
月
中
旬
ま
で
に
、

郵
送
に
よ
り
応
募
者
本
人
へ
通
知
し

ま
す
。

▼
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

〒
９
６
９―

３
１
２
３

　

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０

　

猪
苗
代
町
役
場

　

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
業
務

　

☎（
62
）２
１
１
５

新
し
い
国
保
の
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か
？

　

猪
苗
代
町
の「
国
民
健
康
保
険
証
」

は
年
に
一
度
、
10
月
１
日
に
更
新
を

し
ま
す
。

　

９
月
下
旬
に
、
10
月
１
日
か
ら
使

用
す
る
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
以
降
は
町
民
生
活
課
で

保
険
証
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
は
、
印
鑑
と

身
分
証
明
書
を
持
参
の
上
、
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
23
年
か
ら
の
保
険
証
は
、

カ
ー
ド
サ
イ
ズ
の「
個
人
証
」
に
変

募　

集

第16 回 猪苗代新そば祭り　特産品などの出店者募集

　第16 回猪苗代新そば祭りは
11 月 10、11 日（土、日）の両日、
カメリーナで開催されます。会場
内や周辺で特産品などを販売する
出店者を募集しますので、希望す
る人は 10 月 22 日（月）までに下
記まで申し込んでください。

１．開催日時
　11 月 10、11 日（ 土、 日 ）　の 2
　日間
　午前 10 時～午後 2 時 30 分
　※出店者は、９日の午後か開催
　当日の朝に準備をしてください。

２．開催場所
　カメリーナ　内外
　※屋内の火気使用には制限があ
　りますので、店の配置について
　は、実行委員会で決定します。

３．準備物　
　テントやそのほか出店に必要な
　ものは、出店者が用意してくだ
　さい。
　※机 1 台といす 2 脚は、実行
　委員会で用意します。
　※食品などを提供する場合には、
　衛生面などに十分注意してくだ
　さい。

４．出店料　
　町内の人　無料
　町外の人　1 ブース 2,500 円

５．その他　
　（１）屋内での火気使用は、卓
　上コンロ１つまでとします。
　（２）出店内容によっては、出
　店を遠慮していただく場合があ
　ります。
　（３）申込書は農林課で配布し
　ますが、町ホームページでもダ
　ウンロードできます。
　
●問い合わせ・申し込み先
　新そば祭り実行委員会事務局
　（役場農林課内）　☎（62）2116 
　※前売り券の販売も、こちらま
　で問い合わせてください。

昨年の出店者の様子（屋内、屋外ブース）

障
害
者
へ
の
虐
待
は
絶
対

に
許
し
ま
せ
ん
！

　　
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す

る
法
律
」(

以
下
、
障
害
者
虐
待
防

止
法)

が
24
年
10
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
障
害

者
に
対
す
る
虐
待
の
禁
止
、
虐
待
を

受
け
た
障
害
者
に
対
す
る
支
援
、
養

護
者
に
対
す
る
支
援
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
に
気
づ
い
た

人
の
通
報
義
務
も
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
町
村
に
は
、
障
害
者
虐
待
対
応

の
窓
口
と
な
る
「
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
猪
苗
代
町
で
は
障
害
者

虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
業
務
が
担
当
し
ま

す
。

▼
障
害
者
虐
待
の
種
類

　

障
害
者
虐
待
に
は
、
５
つ
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

　

障
害
者
の
身
体
に
暴
行
を
加
え
る

　

こ
と
や
正
当
な
理
由
な
く
障
害
者

　

の
身
体
を
拘
束
す
る
こ
と
。

②
性
的
虐
待

　

障
害
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

　

た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

③
心
理
的
虐
待

　

障
害
者
に
対
す
る
暴
言
や
拒
絶
的

　

な
対
応
、
差
別
的
な
言
動
を
す
る

　

こ
と
。

④
放
棄
・
放
任　

　

障
害
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著

　

し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
な
ど

　

障
害
者
の
世
話
を
著
し
く
怠
る
こ

　

と
。

⑤
経
済
的
虐
待

　

障
害
者
の
財
産
や
年
金
、
賃
金
な

　

ど
を
不
当
に
使
用
す
る
こ
と
や
障

　

害
者
に
正
当
な
理
由
な
く
金
銭
を

　

与
え
な
い
こ
と
。

　

障
害
者
の
虐
待
や
養
護
者
の
支
援

に
関
す
る
相
談
、
通
報
、
お
問
い
合

わ
せ
先
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

国　

保

法　

律
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行
政
相
談
委
員
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

10
月
15
日（
月
）か
ら
10
月
21
日

（
日
）ま
で
の
１
週
間
は
行
政
相
談

週
間
で
す
。
行
政
相
談
は
、
国
・
県
・

市
町
村
な
ど
の
役
所
や
特
殊
法
人
等

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
当
町
で
は
、
毎
月
１
回
の

定
例
相
談
会
に
代
え
て
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

　
　宮

澤
重
正
さ
ん

下
舘
（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
・
会
場

○
10
月
15
日（
月
）

山
潟
集
会
所

○
10
月
16
日（
火
）

樋
ノ
口
多
目
的
集
会
所

▼
時
間

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
セ

ク
ハ
ラ
の
電
話
相
談

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
12
日
か

ら
11
月
18
日
ま
で
の
１
週
間
を
全
国

一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
女
性
の
抱
え
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

が
電
話
対
応
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号　

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
17
日（
土
）・
18（
日
）は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
強
化
週
間
以
外
の
日（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）も
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

町
所
有
の
公
用
車
を
公
売

し
ま
す

　

総
務
課
所
管
公
用
車
を
公
売
し
ま

す
。
車
種
及
び
公
売
方
法
は
、
左
記

の
通
り
で
す
。

▼
公
売
物
件
に
つ
い
て

○
車
種　

ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス　
　

○
年
式　

平
成
３
年

○
走
行
距
離　

１
６
０
８
１
４
㌔

○
仕
様
等　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
４
Ｗ
Ｄ

※
町
名
表
示
の
削
除
・
名
義
変
更
は

購
入
者
負
担
。

※
車
検
・
自
賠
責
保
険
と
も
に
期
限

が
切
れ
て
い
ま
す
。　

※
内
装
・
外
装
に
損
傷
・
錆
び
・
汚

家
族
一
緒
に
子
育
て
し
な

が
ら
遊
び
ま
せ
ん
か

　

児
童
館
で
行
っ
て
い
る「
あ
そ
び

の
ひ
ろ
ば
」
を
各
地
区
に
出
張
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ

ん
・
お
孫
さ
ん
を
子
守
中
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
近
く

の
ひ
ろ
ば
で
家
族
一
緒
に
楽
し
く
遊

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

遊
具
を
用
意
し
て
、
子
育
て
の
知

識
と
経
験
が
豊
富
な
保
育
士
が
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
開
催
日
時
、
会
場
に
つ
い
て
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

猪
苗
代
町
児
童
館

☎（
62
）５
１
６
７

子
ど
も
の
問
題
の
解
決
を

手
助
け
し
ま
す

　

会
津
児
童
相
談
所
で
は
、
す
べ
て

の
児
童
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
、

家
庭
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
助
言
を
す
る
巡
回
児
童
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、
町
保
健
福
祉
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い（
要
予
約
）。

▼
日
時　

11
月
７
日（
水
）

※
時
間
は
予
約
後
連
絡
し
ま
す
。

▼
場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容

　

０
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
児
童
の
福

祉
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
。
会

津
児
童
相
談
所
の
職
員（
児
童
福
祉

司
、
心
理
判
定
員
、
家
庭
相
談
員
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

相　

談

れ
が
あ
る
の
で
、
必
ず
現
車
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法

　

現
車
を
展
示
し
、
入
札
に
よ
り
最

高
入
札
額
者
と
売
買
契
約
を
締
結
。

代
金
入
金
確
認
後
受
け
渡
し
。

※
最
低
制
限
価
格
は
８
万
円
で
す
。

○
展
示
・
入
札
申
込
期
間

　

10
月
15
日（
月
）か
ら
26
日（
金
）
　

　

午
後
４
時
ま
で

○
展
示
場
所
・
時
間　

　

役
場
北
側
駐
車
場　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
（
土
・
日
は
除
く)

　

必
ず
申
込
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
書
と
入
札
書
は
総
務

課
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

車
両
詳
細
及
び
写
真
を
掲
載
し
て
い

 
    今年も福島県民手帳・福島県勢要覧を販売します。
   ご希望の人は代金を持参の上、直接役場までお
越しください。

１．販売場所　企画財務課企画調整業務（2 階）
２．販売時間　午前８時 30 分から
　　　             午後５時 15 分まで
３．販売期間　10 月 22 日（月）～
４．申込内容及び代金

●問い合わせ先　
　企画財務課企画調整業務　☎（62）2112

お
知
ら
せ

福島県民手帳及び福島県勢要覧
　　　   販売のお知らせ

刊行物 代金 表紙

福島県民手帳（横罫版） 500 円 濃紺

福島県民手帳（カレンダー版） 500 円 さくら色

福島県勢要覧 1,500 円

子
育
て

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

　

10
月
30
日（
火
）　

午
前
10
時

　

役
場
３
階 

正
庁
Ａ

　

※
時
間
厳
守
・
郵
送
不
可　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
業
務　
　

☎（
62
）２
１
１
１

地
域
給
付
金
の
申
請
を
お

忘
れ
な
く

　

県
南
・
会
津
・
南
会
津
地
域
給
付

金
の
申
請
期
限
は
、
11
月
30
日（
郵

送
の
場
合
は
、当
日
消
印
有
効
）で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
給
付
金
窓
口

☎（
72
）０
６
７
７

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事

業
を
実
施
し
ま
す

　

本
町
で
は
、町
内
の
木
造
住
宅（
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
戸
建
住
宅
）に
つ
い
て
建
築
士
等

の
専
門
家
を
派
遣
し
耐
震
診
断
を
実

施
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。
事
業
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
建
設
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
業
務

☎（
62
）２
１
１
８

告　

示

・
第
92
号
「
配
当
計
算
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
93
号
「
債
権
差
押
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
94
号
「
猪
苗
代
町
議
会
９
月
定

例
会
の
招
集
に
つ
い
て
」

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

・
第
95
号
「
督
促
状
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
96
号
「
平
成
24
年
度
軽
自
動
車

税
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
97
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

公　

告

・
第
39
号
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
規
程
変
更
の
承
認
」

（
農
林
課
農
林
業
務
）

・
第
40
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
）

・
第
41
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
に
つ
い
て
（
８
月
）」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

※
告
示
・
公
告
の
内
容
は
、
役
場
前

掲
示
板
を
ご
覧
に
な
る
か
、
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

千里地区
コミュニティー

センター

あそびのひろば
開催日時

［時間］
午前 10 時から
午後４時まで

11 月 29 日（木）

月輪地区
コミュニティー

センター

翁島地区
コミュニティー

センター

 11 月 1 日（木） 
 12 月 6 日（木） 
 1 月 10 日（木）
    2 月 7 日（木）
     3 月 7 日（木）

  11 月 8 日（木）
12 月 13 日（木）
  1 月 17 日（木）
  2 月 14 日（木）
  3 月 14 日（木）

樋ノ口多目的
集会所

川桁防災センター

  10 月 25 日（木）
 11 月 22 日（木）
 12 月 27 日（木）
   1 月 31 日（木）
   ２月 28 日（木）
   ３月 28 日（木）

10 月 18 日（木）
11 月 15 日（木）
12 月 20 日（木）
  １月 24 日（木）
   2 月 21 日（木）
  ３月 21 日（木）

掲
示
板
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編
集
後
記

　 

　 福島県迎賓館特別公開
　 貴重な文化遺産の見学

　福島県迎賓館は、国指定重要文化
財で、「旧高松宮翁島別邸」を正式
名称とします。国の文化財としての
価値を紹介するため期間限定で特別
公開を実施します。
●日時　
10 月 6 日（土）から 11 月 4 日（日）
午前 10 時 30 分から午後０時 30
分まで（11 月 3 日はイベント開催
につき、観覧時間等が異なります。）
●内容
　迎賓館・天鏡閣案内付き見学＋ロ
イヤルティータイム
※会場間の移動は送迎します。 
※オプションで天鏡閣の明治期ドレ
ス試着が体験できます（女性のみ：
通常 500 円→ 450 円） 。
●参加料 
　800 円（ティーセット含む）
※小中学生・高校生 600 円 
●定員　各日 30 名
　事前予約が必要です。申し込みは
下記まで問い合わせてください。
問天鏡閣　☎（65）2811

　   野口英世を継ぐ優れた
　 医学研究に聴き入ろう

　（財）野口英世記念会では、優れ
た医学研究に対しその功績を表彰
し、医学研究の発展に寄与すること
を目的に「野口英世記念医学賞授賞
式」を開催します。
　授賞式は、受賞者が自ら講演を行
い、医学研究への理解を深めていた
だく貴重な機会です。多くの皆さん
の参加をお待ちしています。
●日時　11 月 10 日 ( 土 )　
　午後 2 時から 4 時 30 分まで
●場所　学びいな
●内容　第１部：授賞式
　第２部：受賞者記念講演

　第３部：記念コンサート
　（ソプラノ歌手・山澤直子など）
問　 （財）野口英世記念会
　  ☎ （85）7867　
　　　　　　　　　　　　

　 
　 不正軽油による脱税や
　 環境破壊は犯罪です！
 　 
　不正軽油は軽油に重油等を不正に
混ぜて軽油と称して販売しているも
ので、軽油取引税の悪質な脱税行為
であり、環境破壊の元凶ともなって
います。
　県では、10 月を「不正軽油撲滅
強化月間」とし、不正軽油の排除に
取り組んでいます。不正軽油の製造
や販売、使用に関する情報がありま
したら、県庁税務課または最寄りの
地方振興局までご連絡ください。
問福島県庁総務部税務課　
　☎ 024（521）7205　
　会津地方振興局県税部　
　☎（29）5261

　 事業主を対象に年末調
　 整説明会を開催します

　会津若松税務署では、町内の法人
及び個人事業者を対象に年末調整事
務の説明会を開催します。
　年末調整関係書類について不足が
ある場合は、説明会場及び会津若松
税務署で配布しますので申し出てく
ださい。
●日時　11 月 19 日（月）　
午後１時 30 分から３時 15 分まで

（受け付けは午後１時から）
●場所　役場正庁
問会津若松税務署法人課税第１部門
　源泉所得税担当　☎（27）4311
　 

　 障害者の雇用拡大！就
　 職面接会を開催します

　ハローワーク会津若松では、就職
希望の障害者と求人企業が一堂に会
し、数多くの面接の機会を確保し、
障害者の雇用の促進を図ることを目
的とした「障害者就職面接会」を開
催します。
●日時　11 月 15 日（木）
　午後１時 30 分から４時まで
●場所　アピオスペース展示ホール
●参加企業数　約 25 社（予定）
問ハローワーク会津若松　
　専門援助部門　☎（26）3333

　 税理士会の無料相談で
　税の疑問を解決しよう　

　会津若松税理士会では、11 月 11
日から始まる「税を考える週間」に
合わせて、無料相談を実施します。
税についての質問や相談を受け付け
ますので、ぜひご利用ください。
●日時　11 月 15 日（木）
　午後１時から４時まで
●場所　アピオスペース２階
●相談員　東北税理士会
　会津若松支部税理士
問東北税理士会会津若松支部支部長
　遠藤久　☎（32）1960
　 
 　住まいの困った ! どうした
　 らいいの ? にお答えします

　「住まいるダイヤル」は国土交通
大臣から指定を受けた住宅専門の相
談窓口です。１級建築士などの資格
を持って住宅に関する広い知識を備
えた相談員が、専門的な見地からア
ドバイスします。住まいのことなら
何でも気軽に相談してください。
●住まいるダイヤル（電話相談窓口）
　☎ 0570（016）100
※ＰＨＳや一部のＩＰ電話の場合
　☎ 03（3556）5147
●受付時間
　午前 10 時から午後５時まで
　（土・日・祝日は除く）
問（財）住宅リフォーム・紛争処理
支援センター　☎ 03（3261）4567 

▼
９
月
23
日
に
行
わ
れ
た
総

合
防
災
訓
練
で
は
、
広
報
班

と
し
て
参
加
し
、
雨
の
中
の

訓
練
に
必
死
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

川
桁
第
２
体
育
館
で
は
、
泥

長
靴
を
履
い
た
ま
ま
土
足
禁

止
シ
ー
ト
に
気
付
か
ず
進
入

し
撮
影
す
る
な
ど
…
周
り
が

全
然
見
え
な
い
ほ
ど
頑
張
り

ま
し
た（
笑
）
ご
協
力
い
た

だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
新
明
）

▼
９
月
15
日
に
風
と
ロ
ッ
ク

芋
煮
会
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
お
客

さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
も
、
み
ん

な
楽
し
そ
う
で
、
い
い
雰
囲

気
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
る

自
分
も
楽
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
▼
取
材
し
て
い

る
と
、
い
ま
し
が
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
人
に
「
記
念
に

写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
の
で
カ
メ
ラ
を

向
け
る
と
、
一
緒
に
写
真
を

撮
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

そ
ん
な
こ
と
は
め
っ
た
に
な

い
の
で
、
な
ん
だ
か
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

男
性
で
し
た
。（
矢
森
）

イベント相　　談年末調整

         善意をありがとう
 ○野口英世博士のふるさと猪苗代

　 応援寄付金として

　 遠藤昭
しょう

二
じ

さん　（千葉県在住）

　　　　　　　  10,000,000 円

　 片山郁
い く

夫
お

さん　（東京都在住）

　　　　　　　　　  20,000 円

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

   今月の納期
（納期限10月31日）

●町県民税　　3 期分

●国民健康保険税４期分

●介護保険料　４期分

●後期高齢者

　医療保険料    ３期分

●上下水道使用料 10 月分

●下水道受益者負担金 3 期分

　猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
　発生状況（平成 24 年 8 月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 24 年 平成 23 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 49 56 △ 7 △ 12.5
磐 　 梯 　 町 15 10  5 　50.0
裏 　 磐 　 梯 9 6 3 　50.0

　　　計 73 72 1       1.4

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
24 年 23 年 24 年 23 年 24 年 23 年

窃盗犯計 32 47 8 9 7 6
空き巣 1
金庫破り
事務所荒らし 1
出店荒らし 2 4 1
倉庫荒らし
侵入盗その他 3 2 1 1
置引き 3
車上ねらい 3 3 1 1 2 2
部品ねらい 1 1
脱衣場ねらい 3 1
自販機ねらい
万引き 4 13
職場ねらい 1
さい銭盗 4 1
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 7 2 2 2 1
非侵入盗その他 4 2 3 4 1 2
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 5 11
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 2 1
詐欺・横領 3 3 1

遺失物等横領 1 2
器物損壊 10 4 2

その他の刑法犯 3 2 1 1
総　計 49 56 15 10 9 6
増　減 △ 7 5 3

死亡事故 1 1 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 62 60 8 5 3 1
増　　減 2 3 2

お悔やみ申し上げます
（ ８月 15 日～９月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

細矢　辰夫 84 辰夫 志田浜

小檜山ヨシ子 79 和芳 中目

二瓶イツ子 86 彦一 大在家

玉木チエ子 86 チエ子 桜ケ丘

佐藤　チヨ 92 チヨ 桜ケ丘

鈴木スミ子 83 正一 小水沢

大石　ヨネ 86 重雄 新屋敷

石澤　留吉 88 房司 西舘

伊藤　昭光 74 昭光 九軒町

矢部　トメ 92 正 川桁

六角　安光 88 安光 金曲

戸田甚一郎 84 甚一郎 下舘

佐藤　英徳 70 英徳 新町い

鈴木カネ子 88 高 西舘

押田フミエ 98 フミエ 下舘

岡部六三郎 78 六三郎 九軒町

山田　長一 93 幸男 樋ノ口   秋の全国火災予防運動
●実施期間
　11 月９日（金）～ 11 月 15 日（木）
　24 年度全国統一防火標語
　「消すまでは  出ない  行かない 
　離れない」
●火災予防の７つのポイント
 ・ 寝たばこや、たばこの投げ捨
　  てをしない
 ・ 子供には、マッチやライター	
　  で遊ばせない
 ・ 天ぷらを揚げるときには、そ
　  の場を離れない
 ・ 風の強いときには、たき火を  
　  しない
 ・ 家のまわりに燃えやすいもの 
　  を置かない
 ・ 電気器具は正しく使い、たこ   
      足配線はしない
 ・ ストーブには燃えやすい物を
　  近づけない 
　問猪苗代消防署　☎（62）4433

就　　職

 24 年９月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　15,464 人
　　世帯数　　　  5,045 戸
　　出生　13 人　  転入　 35 人
　　死亡　19 人  　転出　 34 人

町の人口
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Our  Museum
みんなの美術館

10 月は猪苗代小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　グリル機能を使って焼くことで、油を使わずにヘルシーに食べることができます（クッキン
グシートをフライパンに敷いて焼くこともできます）。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 185

【材料】4 人分
サンマ（３枚におろしたもの） ２尾分・塩 ２㌘・
粒マスタード 12㌘・玉ネギ 中 1/2 個・トマト 中
1/2 個・アスパラ ８本・レモン 1/2 個

【作り方】
① ２等分に切ったサンマに塩を振り、粒マスター
ドを塗る。
② 玉ネギとトマトは１㌢幅の半月切りにし、ゆ
でたアスパラは５㌢程の長さに切る。
③ ①と玉ネギをグリルに並べ７～８分焼く。
④ ③を皿に盛り、トマト、アスパラ、くし形に切っ
たレモンを添えたら出来上がり。

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 217㌔㌍、塩
分 0.8㌘

サンマのマスタードグリル
（メタボ予防）

星野　緒
お う

心
ら

さん（１年）

「スルスルメカでビューン」

船の上の海賊たちを作りま
した。この６人は横に動く
ようになっています。自分
の思ったとおりにできまし
た。中でも手前の青い海賊
がお気に入りです。

「かいじゅうと遊んだよ」

かいじゅうと公園で遊ぶの
を想像して描

か

きました。水
玉模様と背景の青や水色の
ところがきれいに描けまし
た。カラフルなトンボがお
気に入りです。

佐藤　陽
は る

人
と

さん（２年）


